
ご使用前によく読んで正しくお使いください。 
また必要なときに読めるように大切に保管してください。
誤った使い方は人や動物等の事故につながる危険があります。

次の愛猫には使用
しないでください。

本剤をお使いになる場合
次の事項にご注意ください。

本剤をお使いになる前に以下のパッチテストを行ってください。
（2回目以降ご使用になる際もパッチテストを行ってください。）　❶ ❷パッチテストを行った上で異常がない場合、以下の方法で

本剤を投与してください。

①愛猫の皮膚に傷や赤みがないことを十分に確認してください。
②多頭飼育されている場合は、愛猫同士が舐めないよう、十分に注意してください。

①生後３カ月未満の幼猫
②妊娠授乳期の母猫
③体力の衰えた老猫

④アレルギー体質の愛猫　⑤体調不良の愛猫
⑥皮膚病や外傷等の皮膚に異常の認められる愛猫
⑦本剤投与後の状態を使用者が観察できない愛猫（地域猫など）

これらの通常と異なる症状がある場合は、濡れタオルで全身を拭く、もしくはシャンプー等で
洗い流す等、体表に拡がった本剤の成分を取り去り、獣医師にご相談ください。応急処置

愛猫の首筋に2～3滴を滴下し、
半日程度、様子を見てください。

異常がない場合
❷の方法で本剤を投与してください。

異常がない場合
投与した本剤が乾くまで 愛猫が舐める
などしないよう、十分に見守ってください。

●猫の被毛をかき分け、本剤1本を約
２分の1ずつ分けて滴下してください。 ひどく毛が抜ける 通常と異なる症状

皮膚が赤くなる 元気がなくなる

よだれがでる 嘔吐する
ひどく痒がる ひどく興奮する

次の異常がある場合

通常と異なる症状

皮膚が赤くなる

痒がる

次の異常がある場合

猫 用

●猫の後頭部
及び肩甲骨間の
2点の皮膚に本
剤を直接滴下し
ます。



Q. シャンプーやトリミングをした後、すぐに使えますか？

有効成分が愛猫の全身に拡がるには少し時間がかかります。また、体についたノミが多い場
合は、効果を感じられるまでに時間がかかる場合があります。特に愛猫の生活場所にノミの発
生源がある場合は、体についたノミが駆除されても別の新たなノミが次々に愛猫につくので、
効果が感じられない場合もあります。そのため、ノミの発生源になっていると思われる場所の
卵や幼虫も同時に駆除することをおすすめします。

Q. 薬剤を滴下してしばらくしても、まだノミがいます。なぜですか？

〔使用上の注意〕【基本的事項】
１．守らなければならない事項

）意注的般一（ 
　・本剤は効能又は効果において定められた目的にのみ使用すること。
　・本剤は定められた用法及び用量を厳守すること。
　・猫以外の動物には使用しないこと。

）意注るす対に者用使（ 
　・飲食しながら投与しないこと。
　・喫煙しながら投与しないこと。
　・本剤を取り扱って皮膚に付着した場合は、石けんと水でよく洗うこと。
　・本剤投与後、完全に乾くまでは投与部位に直接触れないこと。また、投与したこと
を知らない人も触れないように注意すること。特に、小児が、投与した猫に触れな
いように注意すること。

 （猫に関する注意）
　・生後３カ月未満の幼猫、妊娠授乳期の母猫、体力の衰えた老猫及びアレルギー体
質、体調不良、皮膚病や外傷等の皮膚に異常の認められる猫には使用しないこと。

　・本剤は外用以外に使用しないこと。
　・本剤が猫の眼や口、粘膜、傷口に入らないように滴下すること。
　・本剤滴下直後には滴下部位を舐めないように注意すること。

）意注のめたの棄廃び及い扱取（ 
　・家庭で飼育している魚類、甲殻類、昆虫等のペットや蚕等の有用昆虫に被害を及
ぼす恐れのあるところでは使用しないこと。

　・使用済みの空容器は地方公共団体条例等に従い処分すること。
　・本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないように注意し、地方公共団体条例
等に従い処分すること。

　・小児の手の届かないところに保管すること。
　・直射日光、高温及び多湿を避けて保管すること。又、火気を近付けないこと。
２．使用に際して気を付けること

）意注るす対に者用使（ 
　・誤って本剤を飲み込んだり、本剤が眼に入ったりした場合は、直ちに医師の診療を
受けること。

 （猫に関する注意）
　・本剤を使用して猫によだれ、嘔吐、痒がる、興奮する、皮膚が赤くなる、元気がなく
なる、脱毛、その他通常と異なる症状がみられた場合は、速やかに獣医師の診療を
受けること。

）意注の上い扱取（ 
　・効果は約１カ月間持続するが、猫を入浴させたり、洗ったりするとノミとマダニでは
効果は低下し、蚊では効果がなくなる。

〔用法及び用量〕

猫 用
0.8

XW

販売名
効能又は効果
有効成分
その他成分

薬用アーススポット猫用
猫に寄生するノミ、マダニの駆除及び蚊の忌避

フェノトリン、ピリプロキシフェン
中鎖脂肪酸トリグリセライド、他

Q 
＆ 
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 被毛をかき分け後頭部及び肩甲骨間の2点の皮膚に約1/2量ずつ滴下する。

シャンプーやトリミングをした直後は皮脂が取り去られ、皮膚が敏感になることがあるので、
通常の皮膚の状態に戻るまで数日待ってからお使いください。


